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第１部 子ども・子育て環境の現状



- 2 -

１ 旭川市の子ども・子育てを取り巻く現状

（１）人口の状況

年齢３区分別の人口の推移をみると，１５歳未満の人口は，平成元年の６８，１２６

人から，令和３年の３４，４５１人と約３０年間で約３４，０００人減少しています。

年齢３区分別の人口割合の推移をみると，１５歳未満と１５～６４歳の割合が減少す

る一方，６５歳以上の老年人口の割合は大きく増加しており，全国と比べて少子高齢化

が進行しています。

（資料１）旭川市 年齢３区分別の人口の推移 （単位：人）

※ 資料：住民基本台帳。各年 10 月 1 日現在（H21 以前は 9 月 30 日現在）

【参考】全国 年齢３区分別の人口割合の推移

※ 資料：住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数（総務省）

各年 10 月 1 日現在

68,126 57,162 50,540 45,751 42,407 40,083 36,248 34,451

256,477 255,606 251,526 240,538 223,784 205,611 186,431 181,087

39,101 50,140 62,768 75,199 88,253 101,755
112,016 113,050

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H1 H6 H11 H16 H21 H26 R1 R3

65歳以上

15～64歳

15歳未満

人口割合 H1 H6 H11 H16 H21 H26 R1 R3

□65 歳以上 10.8% 13.8% 17.2% 20.8% 24.9% 26.3% 33.5% 34.4%

■15～64 歳 70.5% 70.4% 68.9% 66.5% 63.1% 61.1% 55.7% 55.1%

■15 歳未満 18.7% 15.8% 13.9% 12.7% 12.0% 12.7% 10.8% 10.5%

人口割合 H1 H6 H11 H16 H21 H26 R1 R3

65 歳以上 11.6% 14.1% 16.7% 19.5% 22.8% 26.0% 28.4% 29.1%

15～64 歳 69.6% 69.6% 68.5% 66.6% 63.9% 61.3% 59.5% 59.1%

15 歳未満 18.8% 16.3% 14.8% 13.9% 13.3% 12.8% 12.1% 11.8%

334,696
347,450354,444363,704 362,908 364,834 361,488

328,588



- 3 -

（２）出生の状況

ア 合計特殊出生率について

本市の合計特殊出生率は，近年，上昇傾向がみられ，北海道の数値をやや上回って

推移していますが，全国の数値は下回っています。

また，都道府県間で地域差が生じており，北海道は下位に位置しています。

（資料２）全国・北海道・旭川市 合計特殊出生率の推移（平成 12 年～令和 2 年）

※ 資料：旭川市保健衛生年報

【参考】

・合計特殊出生率（R2）の高い都道府県

・合計特殊出生率（R2）の低い都道府県

※ 資料：人口動態統計（厚生労働省）
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イ 出生数と出生率について

人口千人当たりの出生率は，出生数の減少に伴って低下しています。

母親の年齢別にみると，出生数の構成比が最も高い年齢層は，２０代後半から３０代

前半へと移行しており，出産年齢の高齢化がみられます。

（資料３）全国・旭川市 出生数及び出生率の推移（平成 12 年～令和 2 年） （単位：人，‰）

※ 資料：旭川市保健衛生年報

（資料４）旭川市 母親の年齢階級別出生数（構成比）の推移

※ 資料：旭川市保健衛生年報
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（３）婚姻の状況

人口千人当たり婚姻率について，平成１７年以降は，全国を下回った数値で推移し

ています。また，平均初婚年齢は，全国に比べて早い傾向にあります。

（資料５）全国・旭川市 婚姻件数及び婚姻率の推移（平成 12 年～令和 2 年）（単位：件，‰）

※ 資料：旭川市保健衛生年報

（資料６）全国・旭川市 平均初婚年齢の推移

・夫の平均初婚年齢 （単位：歳）

・妻の平均初婚年齢 （単位：歳）

※ 資料：旭川市保健衛生年報
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（４）就業の状況

１５歳以上の就業者数について，男性就業者は減少を続けていますが，女性就業者

数は横ばいであるため，就業者全体に占める女性の割合が高まっています。

母親の就労状況では，就学前児童をもつ母親と比較して，就学児（小学生）をもつ

母親はパート・アルバイト勤務の割合が大きく，フルタイム勤務と合わせると７割以

上が就労しています。

（資料７）旭川市 男女別１５歳以上就業者数の推移 （単位：人）

※ 資料：国勢調査（総務省）

（資料８）旭川市 就学前児童及び就学児童（小学生）を持つ母親の就労状況

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）。

フルタイム及びパート・アルバイトには，産休・育休・介護休業中の者を含む。
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（５）労働環境の状況

仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることとして，保護者の半数近くが「子

どもが急病の際に対応できない」と回答しています。

また，従業員が子育てしやすい職場環境の整備状況として，「整備されている」と回

答した割合は，男性従業員で２割程度，女性従業員で３割程度にとどまっています。

（資料９）旭川市 仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）

（資料１０）旭川市 従業員が子育てしやすい職場環境

※ 資料：旭川市労働基本調査（R1）
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２ 子育て環境について

子育て中の保護者の不安感や子育て環境に対する満足度について，ニーズ調査の結果を

基に整理します。

（１）子育て中の保護者の不安感

ア 就学前児童を持つ保護者の状況

【子どもに関する悩み】

・ 「子どもの教育に関すること」を選択した割合が最も高く，就学前児童を持つ

保護者に対して，就学後を見据えた教育に関する助言や情報提供が必要です。

・ 「発達・発育に関すること」と「食事や栄養に関すること」を選択した割合は，

小学校児童を持つ保護者と比べて高く，乳幼児健康診査や関連する相談業務等に

より，保護者の不安を和らげたり，子どもにとって望ましい支援につなげていく

取組の充実が必要です。

【自分のことに関する悩み】

・ 「子どもを叱り過ぎている気がする」を選択した割合は，前回調査時と比べて

減少していますが，項目の中で最も高い割合となっており，身近な場所で，気掛

かりと感じた段階で不安を軽減する取組が必要です。

・ 「自分の時間が持てない」や「子育てによる身体の疲れが大きい」などを選択

した割合が前回調査時と比べて増加しています。

【家庭のことに関する悩み】

・ これまでの調査時と同様，「子育ての出費がかさむ」を選択した割合が最も高く，

３０％台で推移しています。
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（資料１１）旭川市 就学前児童を持つ保護者が感じている悩み

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）
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イ 就学児童（小学生）を持つ保護者の状況

【子どもに関する悩み】

・ これまでの調査時と同様，「子どもの教育に関すること」と「友達づきあいに関

すること」を選択した割合が高い状況にあります。これらの項目は，就学前児童

を持つ保護者においても選択した割合が高く，関係部局が連携して，情報提供や

相談体制の充実に取り組んでいくことが必要です。

【自分のことに関する悩み】

・ 「自分の時間が持てない」や「子どもを叱り過ぎている気がする」などを選択

した割合が前回調査時と比べて増加しています。

【家庭のことに関する悩み】

・ これまでの調査時と同様，「子育ての出費がかさむ」を選択した割合が最も高く

なっています。
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（資料１２）旭川市 就学児童（小学生）を持つ保護者が感じている悩み

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）
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（２）子育て環境の満足度について

ア 就学前児童を持つ保護者の状況

各項目についての満足度を，１（低い）から５（高い）までで質問したとこ

ろ，就学前児童を持つ保護者については，７つの項目のうち６つの項目につい

て，前回調査時と比べて満足度が高くなっています。

しかしながら，依然として，いずれの項目も中間点（３）以下の状況であり，

特に，「子育てを地域全体で支えているという意識を感じるか」の項目は満足度

が低い状況にあります。

（資料１３）旭川市で子育てを行っている中での満足度（就学前児童の保護者）

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）
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イ 就学児童（小学生）を持つ保護者の状況

就学前児童を持つ保護者と同様に，「子どもが成長してからも愛着を感じても

らえるまちだと感じるか」の項目を除いた，６つの項目が，前回調査時と比べて

満足度が高くなっています。

なお，依然として，いずれの項目も中間点（３）以下の状況にあります。

（資料１４）旭川市で子育てを行っている中での満足度（就学児童の保護者）

※ 資料：ニーズ調査結果報告書（H30）
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３ 子どもの育ちについて

（１）児童虐待

令和元年度までは全国と同様，本市においても児童虐待に関する相談が増加傾向に

ありましたが，令和２年度から減少に転じています。虐待種別では心理的虐待が半数

以上を占めています。

（資料１５）旭川市における種類別児童虐待対応件数 （単位：件）

※ 資料：子育て支援部資料

（２）不登校及びいじめ

本市における不登校及びいじめの相談件数について，近年減少の傾向にありま

したが，令和元年度から，不登校の相談件数が増加しています。

（資料１６）旭川市子ども総合相談センターにおける不登校・いじめの相談延べ

件数の推移 （単位：件）

※ 資料：子育て支援部資料
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（３）特別支援学級及び通級指導教室の状況

本市では，小中学校に在籍する児童生徒総数が減少する一方で，特別支援学級及び

通級指導教室の児童生徒数は増加傾向にあり，平成３０年度と令和４年度を比較する

と，小中学校を合わせて３８３人増加しています。

（資料１７）旭川市 小中学校における特別支援学級及び通級指導教室の児童

生徒数の推移（各年度５月１日現在） （単位：人）

※ 資料：旭川市の教育

（４）就職の状況

求人倍率の上昇に伴い，新規高校卒業者の就職内定率は改善傾向にあり，令和

２年度は９９．３％と高い割合になっています。

（資料１８）新規高校卒業者の就職内定率及び管内求人倍率の推移（単位：％，倍）

※ 資料：新規高等学校卒業者のハローワーク求人に係る職業紹介状況（ハローワーク旭

川）。各年度３月末。旭川公共職業安定所管内分。
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小中学校における学級数等 H30年度 R１年度 R２年度 R３年度 Ｒ４年度
特別支援学級（学級数） 333 340 365 371 389
通級指導教室（教室数） 35 33 34 36 32

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

就職内定率 94.2 97.0 96.8 98.0 98.7 99.3 99.7 99.5 99.3

管内求人倍率 1.28 1.40 1.58 1.65 1.77 1.99 2.01 2.15 2.25
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４ 子どもの生活実態について

ここでは，子どもの貧困に係る生活の実態として，平成２９年度に実施したアンケー

ト調査（子どもの生活実態調査）の結果を基に整理します。

（１）健康状態

年収が低くなるにつれて，健康状態がよくない割合が，保護者・子どもともに高く

なっています。また，子どもを病院に受診させられなかった経験のある人は全体の

１９．１％でみられ，年収が低いほど，その理由として「お金がなかった」とする割

合が高くなっています。

（資料１９）旭川市 現在の健康状態として「通院又は体調が悪い」と回答した割合

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）

（資料２０）旭川市 子どもを受診させられなかった理由として「お金がなかった」

と回答した割合

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）
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（２）学習状況

学習状況では，「授業の理解度」「自分の成績」ともに年収階層による差がみられ，

年収が高い世帯の子どもほど，肯定的な回答となっています。

（資料２１）旭川市 授業の理解度

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）

（資料２２）旭川市 自分の成績

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）
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（３）子どもの家庭生活

子どもが夕食を「一人で食べる」と回答した割合は，両親世帯よりも母子・父子世

帯で高くなっています。また，子ども部屋の有無，塾や習いごと，家族旅行などの，

子どもの生活環境や学習環境，経験において，年収階層による差がみられます。

（資料２３）旭川市 夕食を「一人で食べる」と回答した割合

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）

（資料２４）旭川市 経済的に持てない・できないと回答した割合

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）
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（４）制度等の情報

子育てに関する制度等の情報を得る手段は，年収階層による差がみられ，年収が高

い世帯ほど様々な媒体から情報を入手しています。

（資料２５）旭川市 子育て施策の情報を得るために参考とする頻度として

「よくある」と回答した割合

※ 資料：旭川市子どもの生活実態調査結果報告書（H29）
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